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春
、
安
曇
野
に
歌
声
が
響
く

安
曇
野
で
は
、２
つ
の
唱
歌「
早
春
賦
」と「
め
え
め
え
児こ

や

ぎ
山
羊
」が
多
く
の
人
に
よ
っ
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

節
目
の
年
を
迎
え
、歌
の
心
は
世
代
を
越
え
て
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
へ
と
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

早春賦
第 30 回早春賦まつり　穂高川沿いの早春賦歌碑前で開かれ、早春賦の合唱などが行われました。

100
年

誕
生
か
ら
１
０
０
年

多
く
の
人
に
歌
い
継
が
れ
る
早
春
賦

安
曇
野
で
は
4
月
か
ら
5
月
に
か
け

て
早
春
賦
に
ち
な
ん
だ
さ
ま
ざ
ま
な
催

し
が
行
わ
れ
ま
す
。

大
正
2
年
に
発
表
さ
れ
た
早
春
賦

は
、
本
年
で
誕
生
１
０
０
年
を
迎
え
ま

し
た
。
こ
の
歌
は
、
作
詞
者
・
吉
丸
一

昌
さ
ん
が
、
安
曇
野
周
辺
を
訪
れ
た

際
、
安
曇
野
の
遅
い
春
を
待
ち
わ
び
る

人
々
の
心
を
詩
に
し
た
も
の
と
も
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
内
容
か
ら
人
生

の
い
ろ
い
ろ
な
試
練
や
苦
難
を
乗
り
越

え
て
、
人
生
の
春
を
待
つ
人
々
の
応
援

歌
と
し
て
、
全
国
の
多
く
の
人
に
歌
い

継
が
れ
て
き
ま
し
た
。

昨
年
、
開
催
さ
れ
た
「
第
2
回
安
曇

野
に
寄
せ
る
心
の
詩
・
作
詞
コ
ン
テ
ス

ト
」
で
は
、
全
国
か
ら
約
７
０
０
点
の

応
募
が
あ
り
、
ふ
る
さ
と
安
曇
野
に
思

い
を
込
め
た
、
市
内
の
若
い
皆
さ
ん
に

よ
る
作
品
が
入
選
し
ま
し
た
。

誕
生
か
ら
１
０
０
年
、
こ
こ
安
曇
野

で
は
、
ふ
る
さ
と
を
思
い
、
未
来
へ
の

希
望
を
込
め
た
早
春
賦
の
心
が
こ
れ
か

ら
も
歌
い
継
が
れ
て
い
き
ま
す
。

作詞者

吉
よ し ま る

丸一
か ず ま さ

昌（1873 － 1916）
現在の大分県臼杵市出身。国
文学者。東京音楽学校（現東
京藝術大学）教授。文部省唱
歌編纂委員に任命され数多
くの童謡を発表。

作曲者

中
な か だ

田 章
あきら

（1886 － 1931）
東京都出身。東京音楽学校

（現東京藝術大学）教授。音
楽理論、オルガンを指導。
数多くの学校校歌を作曲。

特別編成の合唱団による合唱と早春賦の歩みのパネル展示、市内外の子どもたちに
よる合唱、演奏が行われました。（５月４日、国営アルプスあづみの公園）

第２回安曇野に寄せる
心の詩・作詞コンテスト　入選者の声 早春賦誕生 100 年を迎えて

吉丸一昌賞　
「おいでよ安曇野」
米
よ ね く ら

倉穂
ほ な み

奈美さん（高校１年）
（堀金三田）

渡り鳥が、安曇野の春を伝える姿を想像して
作詞しました。詞の一番大切な部分には、曲が
ついた時にどんな感じの歌になるか気持ちを込
めました。実際に曲と一緒になった時はとても
感動しました。歌が好きなので、これからも音
楽にかかわることができたらと思っています。

5 月 26 日の早春賦音楽祭では、吉丸先生の
出身地・大分県臼杵市の皆さんなどが訪れます。
この機会に全国の多くの皆さんと交流を持てた
らと思います。100 年愛される早春賦。これか
らも安曇野市民の愛唱歌として歌い継がれ、人
の絆

きずな

や連帯感が深まることを願っています。

市民の愛唱歌として
歌い続けたい

安曇野の春を伝える
姿を込めました

安曇野の良さを
後輩に伝えたい

早春賦誕生 100 年
記念事業実行委員会
実行委員長

望
も ち づ き

月昭
あ き ひ こ

彦さん
（穂高柏原）

ふるさとを思う気持
ちを育てたい

早春賦愛唱会
西
に し や ま

山紀
の り こ

子さん
（穂高）

修養塾賞
「ここは安曇野　私のふるさと」
奥
お く は ら

原奈
な み か

実佳さん（高校１年）
（穂高北穂高）

学校の登下校時に、ふと気づいたふるさと安
曇野の良さを歌詞に込めました。詞に曲がついて、
学校で発表された時はとてもうれしかったです。
この歌が、安曇野はとても良い所だと後輩に伝わ
ればと思います。これからも感動した気持ちを言
葉で表現していけたらと思っています。

毎年、市内の小・中学生の皆さんと一緒に早
春賦を歌っています。作詞コンテストでは若い皆
さんの安曇野を愛する気持ちがとても伝わってき
ました。私塾・修養塾を開き、若い人の育成にも
力を注いだ吉丸先生と同じように、これからも若
者のふるさとを思う気持ちを育てていきたいです。

So
us
yu
nf
u

安曇野の春の情景を歌ったとも言われる
早春賦は、誕生 100 年を迎えました。

第 28 回
早春賦音楽祭＝本ステージ＝
日　時　５月 26 日（日）
　　　　午後１時 30 分～
場　所　穂高会館　※要入場料
主　催　早春賦誕生 100 年記念事
　　　　業実行委員会・早春賦音
　　　　楽祭実行委員会・早春賦
　　　　愛唱会
問早春賦愛唱会 482・7290

第 9 回あづみの公園早春賦音楽祭

第 30 回
早春賦まつり前夜祭
オカリナ奏者の宗次郎さん
とアルパ奏者の上松美香さ
んのコンサートが行われ、
会場の皆さんと早春賦を合
唱しました。（写真右　４月
28 日、豊科公民館）

第 12 回
早春賦まつりコンサート

（写真左　４月 29 日、あづ
み野コンサートホール）


